
図書館だより 市政の窓

文芸コーナー
蝶
の
羽
根
風
に
煽
ら
れ
運
ぶ
蟻
日
没
近
し
枯
葉
避
け
つ
つ

 

若
潮
町　
　
　

伊
藤
登
美
枝

九
十
九
里
の
海
辺
に
咲
け
る
群
生
の
浜
昼
顔
は
我
を
魅
了
す

 

平　

木　
　
　

大
木
ヨ
シ
子

レ
ジ
わ
き
に
置
か
れ
し
遺
影
は
笑
み
浮
か
べ
在
り
し
日
偲
ば
る
八
百
屋
の
奥
さ
ん

 

八
日
市
場
イ　

木
島　

仁
美

さ
み
ど
り
の
空
に
向
け
た
る
槙
の
芽
の
さ
さ
く
れ
し
幹
に
五
月
雨
の
降
る

 

内　

山　
　
　

久
古
美
智
子

庭
先
に
う
す
べ
に
染
む
る
ね
む
の
花
か
す
か
に
揺
る
る
梅
雨
の
夕
ぐ
れ

 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

卆
寿
過
ぎ
逝
き
し
兄
の
一
周
忌
詣
で
し
姉
妹
気
づ
か
う
か
ら
だ
に

 

八
日
市
場
イ　

川
手　
　

芳

こ
の
夏
の
富
士
浅
間
の
山
開
き
御
来
光
出
で
て
登
山
者
と
沸
く

 

山　

崎　
　
　

依
知
川
雅
一

赤
殻
の
卵
を
割
れ
ば
黄
身
二
つ
朝
を
吉よ

事ご
と

の
し
る
し
の
如
し

 

栢　

田　
　
　

渡
辺　

重
雄

ペ
チ
ュ
ニ
ア
の
鉢
い
っ
ぱ
い
の
赤
き
花
梅
雨
の
晴
間
を
生
き
生
き
と
咲
く

 

野　

手　
　
　

石
田　

秀
子

紫
の
「
ふ
で
り
ん
ど
う
」
の
あ
り
し
森
あ
わ
だ
ち
草
の
勢
い
繁
る

 

今　

泉　
　
　

小
川
み
さ
子

ト
ラ
ク
タ
ー
の
修
理
泥
田
に
終
え
た
れ
ば
次
あ
り
ま
す
と
若
き
メ
カ
去
る

 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

治

老
鴬
や
大
河
の
蛇
行
遠
く
な
る 

八
日
市
場
ハ　

大
川　

宜
子

短　

歌 

小
泉 

泰
淸 

推
薦

俳　

句

八
木 

佐
久
司 

推
薦

 

川
口 

城
司 

推
薦

休館日…５日（金）・毎週月曜日

★夏休みは図書館へどうぞ
　図書館では、夏休みにお薦めの本、宿
題に役立つ工作や自由研究に関する本な
どを用意しています。数に限りがありま
すので、お早めにお越しください。
　また、落ち着いて勉強できるスペース
の学習室があります（中学生以上で２時
間まで。状況により延長可能）。利用の際
はカウンターで手続きをしてください。
※８月は小中学生が職場体験として図書
館の仕事を手伝っています。来館者のご
理解とご協力をお願いします。
★パスワード登録しませんか
　パスワード登録をすると、インターネッ
トから資料の予約や貸し出し延長などの
手続きが可能になります。登録には、図
書館カードと身分証明書を八日市場図書
館までお持ちください（中学生以上対象）。

今月のイベント
★おはなし会
日時…毎週土曜日　14時から約30分間
場所…八日市場図書館
問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

№68

今
夏
の
二
大
イ
ベ
ン
ト

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

も
心
配
で
す
。
３
年
前
の
開
催

決
定
時
の
興
奮
は
ど
こ
へ
行
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
当
時
私
も
、

本
紙
の
中
で
、
猪
瀬
都
知
事
は

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
ま
で
の
３

期
は
確
実
だ
と
明
言
し
た
も
の

で
し
た
が
、
す
で
に
２
人
の
都

知
事
が
代
わ
ら
れ
、
さ
ら
に
開

催
直
前
に
も
う
一
度
、
都
知
事

選
挙
を
控
え
る
と
い
う
あ
り
さ

ま
。
メ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
あ
る

新
国
立
競
技
場
の
設
計
変
更
に

続
き
聖
火
台
の
設
置
場
所
、
エ

ン
ブ
レ
ム
の
盗
作
疑
惑
問
題
に

よ
る
再
募
集
、
膨
ら
む
予
算
の

捻
出
方
法
等
々
、
悪
循
環
が
山

積
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
対
す

る
思
い
も
色
あ
せ
て
ゆ
く
の
で

は
な
い
か
と
心
配
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
先
月
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
追
加
種
目
候

補
の
サ
ー
フ
ィ
ン
を
応
援
す
る

た
め
、
市
民
や
サ
ー
フ
ァ
ー
と

一
緒
に
九
十
九
里
海
岸
の
ク

リ
ー
ン
作
戦
に
参
加
し
ま
し
た
。

正
式
種
目
に
な
れ
ば
九
十
九
里

海
岸
は
最
有
力
候
補
地
で
あ
り
、

幕
張
メ
ッ
セ
で
予
定
さ
れ
て
い

る
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、
レ
ス
リ
ン

グ
、
テ
コ
ン
ド
ー
と
合
わ
せ
、

千
葉
県
は
大
い
に
盛
り
上
が
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

新
都
知
事
を
先
頭
に
４
年
後

開
催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

の
ギ
ア
が
一
段
と
上
が
る
こ
と

を
期
待
し
、
さ
ら
に
は
、
リ
オ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
無
事
開
会
と

成
功
を
祈
る
思
い
を
、
同
日
に

開
催
さ
れ
る
八
重
垣
神
社
祇
園

祭
で
神み

こ
し輿

と
共
に
担
ぎ
上
げ
、

大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

８
月
５
日
は
、
本
市
観

光
の
目
玉
で
あ
る
八
重
垣

神
社
祇
園
祭
が
年
番
町
・

仲
町
区
を
先
頭
に
盛
大
に

行
わ
れ
、
参
加
者
、
見
物

人
を
大
い
に
楽
し
ま
せ
、

本
市
観
光
の
新
た
な
一
ペ
ー
ジ

を
飾
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

地
球
の
裏
側
の
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
で
は
、
５
日
は
ス
ポ
ー

ツ
の
祭
典
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

会
式
が
行
わ
れ
ま
す
。
全
世
界

が
注
目
す
る
日
で
す
が
、
施
設

や
受
け
入
れ
準
備
の
不
足
、
治

安
や
ジ
カ
熱
な
ど
の
環
境
・
衛

生
面
で
の
不
安
や
ド
ー
ピ
ン
グ

問
題
、
大
統
領
の
弾
劾
裁
判
も

あ
り
、
な
ぜ
か
盛
り
上
が
り
に

欠
け
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
４
年
後
の
東
京
オ

匝
瑳
市
長
　

太
田
安
規

●社会福祉協議会へ
そうさカラオケ友の会様 より …30,753円

寄 付（２万円以上）
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「
夏
祭
り
」
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。「
祇
園
祭
」
は
そ
れ
を
代

表
す
る
も
の
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

祇
園
信
仰
は
、
疫
病
や
災
難
を

払
う
威
力
を
持
つ
と
さ
れ
る
牛ご

頭ず

天て
ん

王の
う

や
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
に
無

病
息
災
な
ど
を
祈
願
す
る
も
の
で
、

京
都
の
八
坂
神
社
か
ら
全
国
に
広

ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

八
日
市
場
の
八
重
垣
神
社
は
明

治
の
初
め
ま
で
は
、「
天て

ん

王の
う

宮ぐ
う

」
や

「
天
王
様
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
古
い
も
の
で
は
、
１
６
０
６

年
に
神み

こ
し輿

が
新
調
さ
れ
た
と
あ
り

ま
す
が
、
１
６
７
０
年
２
月
の
見

徳
寺
門
前
の
大
火
で
神
社
と
と
も

に
神
輿
も
焼
失
し
た
よ
う
で
す
。

夏
祭
り
を
控
え
「
町
中
惣
氏
子
」

に
よ
り
６
月
に
神
輿
を
造
っ
た
と

の
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　

祇
園
祭
に
つ
い
て
は
、

「
祇
園
会
は
１
６
９
６

年
の
こ
ろ
な
り
」
と
書

か
れ
た
も
の
が
あ
り
、

１
７
６
１
年
の
祭
り
の

様
子
が
「
６
月
18
日
の

夕
方
、
旅
所
に
神
輿
を

安
置
し
、
19
日
朝
、
お

は
ら
い
を
済
ま
せ
た
あ

と
町
内
を
渡
御
し
、
20

日
も
前
日
同
様
に
渡
御

し
た
あ
と
神
輿
を
旅
所

に
返
し
て
、
本
殿
で
儀

式
を
行
っ
た
」
と
書
か

れ
て
い
て
、
６
月
18
日

か
ら
20
日
ま
で
３
日
間

か
け
て
行
わ
れ
た
こ
と

が
知
ら
れ
ま
す
。

　

１
９
２
３
年
か
ら
現
在
の
よ
う

な
10
町
内
に
よ
る
連
合
渡
御
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
明

治
後
期
に
一
度
、
８
月
１
、２
日

と
し
た
後
も
幾
度
か
の
変
更
や
太

平
洋
戦
争
中
の
中
断
を
経
て
、
戦

後
昭
和
21
年
に
復
活
し
ま
し
た
。

　

１
８
４
０
年
２
月
に
八
日
市
場

村
約
４
０
０
戸
の
う
ち
３
０
０
戸

が
焼
失
し
た
大
火
が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
８
時
ご
ろ
に
田
町
坂
上
で
出

火
し
、
田
町
坂
下
か
ら
本
町
、
横

町
、
見
徳
寺
門
前
中
ほ
ど
ま
で
類

焼
し
、
見
徳
寺
と
神
社
も
焼
失
し

ま
し
た
。

　

八
重
垣
神
社
境
内
入
口
に
石

の
鳥
居
が
立
っ
て
い
ま
す
。
少

し
見
に
く
い
の
で
す
が
、
正
面

に
「
正
徳
元
年
六
月
廿
日　

八
日

市
場　

菊
岡
玄
蕃
」
と
刻
ま
れ
、

１
７
１
１
年
の
祭
り
最
終
日
の
６

月
20
日
に
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
知

ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
人
物
に
つ
い

て
は
不
明
で
す
。
さ
ら
な
る
謎
は
、

こ
の
鳥
居
が
大
火
に
あ
っ
た
も
の

の
焼
け
残
っ
た
も
の
か
、
あ
る
い

は
火
災
後
に
再
建
さ
れ
た
も
の
か

と
い
う
問
題
で
す
。
造
立
か
ら

３
０
０
年
を
経
て
き
た
鳥
居
の
み

が
知
る
謎
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・
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知
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課
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報
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☎
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０
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鳥
居
の
な
ぞ

八
日
市
場
を
歩
く

夏
草
や
火
の
見
や
ぐ
ら
の
在
り
し
所 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

炎
天
下
帰
り
し
家
の
手
暗
が
り 

若
潮
町　
　
　

最
上　
　

俊

夕
顔
の
咲
い
て
憂
ひ
を
呼
び
に
け
り 

八
日
市
場
ロ　

髙
安
せ
い
子

紫
陽
花
の
紫
ば
か
り
そ
れ
も
よ
し 

横
須
賀　
　
　

岩
井　

や
す

紫
陽
花
や
古
り
し
医
院
の
煉
瓦
塀 

若
潮
町　
　
　

光
瀨
甲
江
子

夕
虹
の
利
根
中
空
に
淡
か
り
し 

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

斧
入
ら
ぬ
み
や
し
ろ
の
森
梅
雨
光
る 

飯
倉
台　
　
　

吉
井　

八
流

読
み
書
き
も
自
在
に
術
後
の
サ
ン
グ
ラ
ス 

栢　

田　
　
　

伊
藤　

定
子

サ
ン
グ
ラ
ス
亡ち

父ち

の
望
み
し
吾
な
ら
ず 

栢　

田　
　
　

櫻
井
富
実
雄

梅
雨
の
海
先
立
ち
ゆ
く
は
魚
探
船 

新　

堀　
　
　

沖　
　

舟
二

下
駄
箱
に
躾
の
孫
が
ま
だ
い
ま
す 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

花
火
上
げ
ど
ち
ら
も
引
か
ぬ
嫁
姑 

堀　

川　
　
　

勝
又　

康
之

夏
祭
り
早
く
起
き
ろ
と
雷
花
火 

横
須
賀　
　
　

鈴
木　

春
子

涼
求
め
花
火
に
集
う
人
の
群
れ 

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子

歓
声
へ
空
い
っ
ぱ
い
に
大
花
火 

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

尺
球
が
夜
空
を
覆
う
風
物
詩 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

熱
帯
夜
花
火
が
競
う
隅
田
川 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

千
切
り
絵
の
花
火
見
事
に
円
描
き 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

内
裏
雛
地
震
が
来
た
ら
あ
わ
て
そ
う 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

津

川　

柳 

鈴
木 

十
世
志 

推
薦

 

川
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推
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謎を残す八重垣神社正面の鳥居
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